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新
し
い
「
と
ん
と
ん
峠
」
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ

に
は
す
で
に
秋
の
気
配
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
今
年
も
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
し

た
。
皆
様
は
、
ど
の
よ
う
な
夏
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
？ 

今
号
は
、
特
集
と
し
て
、
毎
年
夏

休
み
期
間
中
に
開
催
し
て
い
る
国
水
研
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
（
一
般
公
開
）
の
様
子
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま

す
。 

 

国
水
研
は
、
水
俣
病
に
関
し
て
の
総
合
的
な
調

査
、
研
究
、
そ
し
て
国
内
外
の
情
報
の
収
集
、
整
理

及
び
提
供
を
行
う
こ
と
と
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
研

修
の
実
施
を
目
的
と
し
て
環
境
省
の
機
関
と
し
て

熊
本
県
水
俣
市
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

国
水
研
は
、
わ
が
国
の
公
害
の
原
点
と
い
え
る
水

俣
病
と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
メ
チ
ル
水
銀
に
関
す

る
総
合
的
な
調
査
・
研
究
、
情
報
の
収
集
・
整
理
・

研
究
成
果
や
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国

内
外
の
公
害
の
再
発
を
防
止
し
、
被
害
地
域
の
福
祉

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 



●
特
集 

「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ(

一
般
公
開)

」 
来
所
者
数
、
過
去
最
多
を
記
録 

 
 

 
 

毎
年
夏
休
み
期
間
に
開
催
し
て
い
る

国
水
研
「
一
般
公
開
」
で
す
が
、
今
年
は

名
称
を
柔
ら
か
く
「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
時
期
も
通
常
よ
り
早

く
、
七
月
二
十
八
・
二
十
九
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
の
認
知
度
が
徐
々

に
上
が
っ
て
き
て
い
る
た
め
か
、
開
催
時

期
が
よ
か
っ
た
た
め
か
、
今
年
の
来
所
者

数
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
多
の
二
七
五
名
に

上
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

昨
年
に
引
き
続
き
、
最
も
人
気
の
高
か

っ
た
「
液
体
窒
素
を
使
っ
た
マ
イ
ナ
ス
二

０
０
度
の
世
界
」
の
理
科
実
験
教
室
で
は
、

「
そ
の
ま
ま
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
使

え
る
」
と
熱
心
に
記
録
し
て
い
く
親
子
連

れ
の
方
が
何
組
か
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。 

             

血
管
年
齢
・
肺
年
齢
測
定
や
毛
髪
水
銀

値
測
定
と
い
っ
た
健
康
に
関
す
る
企
画

も
人
気
で
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
健
康
に

つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま

し
た
。 

革
に
色
を
つ
け
た
り
、
文
字
や
模
様
を

打
ち
込
ん
だ
り
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
携

帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
る
コ
ー
ナ
ー
、
カ
ラ

フ
ル
な
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
で
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
動
物
、
昆
虫
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
板

を
作
る
コ
ー
ナ
ー
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

の
犬
の
マ
ス
コ
ッ
ト
づ
く
り
な
ど
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
子
供
も
大
人
も
熱
心
に
作

品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

水
俣
湾
の
生
き
物
に
触
れ
る
「
タ
ッ
チ

プ
ー
ル
」
で
は
、
職
員
が
事
前
に
二
日
ほ

ど
か
け
て
、
生
き
物
採
集
を
し
ま
す
。
採

集
中
に
大
雨
が
降
る
な
ど
悪
天
候
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
準
備
が
整
い
、

当
日
は
子
供
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
生
き

物
の
感
触
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。
タ
ッ

チ
プ
ー
ル
終
了
後
に
は
、
採
集
し
た
生
き

物
は
海
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
ま
し
た
。 

           

 

           

定
番
の
人
気
企
画
に
加
え
、
今
年
は
新

し
く
「
ペ
ー
パ
ー
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

―
色
の
不
思
議
」
と
い
う
企
画
を
ご
用
意

し
ま
し
た
。
色
に
よ
っ
て
、
紙
と
親
和
性

が
高
い
の
か
、
水
と
親
和
性
が
高
い
の
か

が
、
こ
の
実
験
で
わ
か
り
ま
す
。
サ
イ
ン

ペ
ン
で
好
き
な
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
、
溶

液
を
垂
ら
す
と
に
じ
み
絵
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
結
果
は
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し

て
美
し
い
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
に
仕
上

げ
て
持
ち
帰
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

背後から、一生懸命に記録写真を撮る保護者の方。

子どもたちも、最初はこわごわですが、慣れると積極

的に触っていました。 

細長い紙のリボンを編み上げて作るマスコット。

一つひとつ個性が出ます。 



 
 

        

   

こ
の
暑
さ
で
屋
上
に
上
ら
れ
る
方
は
、

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

実
は
、
国
水
研
か
ら
望
む
湯
の
児
等
の
景

色
は
絶
景
で
す
。
昨
年
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ

ュ
ー
に
感
動
し
て
、
「
あ
の
景
色
は
な
か

な
か
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
ま
た
見
に
来
た
」

と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

年
、
屋
上
の
景
色
を
見
逃
し
た
と
い
う
方

は
、
ぜ
ひ
、
来
年
は
ご
覧
に
な
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
楽
し
か
っ
た
」

「
勉
強
に
な
っ
た
」
「
来
年
も
子
供
向
け

理
科
教
室
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
来
年
も
、

で
き
る
だ
け
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
企
画
を
工
夫
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
年
も
国
水
研

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

職
員
一
同
、
心
よ
り
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。 

              

  

八
月
か
ら
、
前
回
に
引
き
続
き
、
水
俣

在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
野
中
ア
ス
カ
さ
ん

の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
缶
バ
ッ
ジ

や
石
け
ん
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー
等

の
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
、
楽
し
く

ポ
ッ
プ
な
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

九
月
中
旬
か
ら
は
、
彩
風
・
田
中
郁
子

さ
ん
の
染
物
や
ロ
ー
ズ
ペ
ー
パ
ー
作
品

を
展
示
す
る
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
。 

A
telier

で
は
、
随
時
、
展
示
作
品
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

〈
問
い
合
わ
せ
〉 

 
む
つ
か
ど
ラ
ボA

telier 
 

水
俣
市
大
園
町
一
の
三
の
六 

℡
八
四
―
九
五
五
三 

 
 

国
水
研
の
動
き 

（
平
成
二
十
四
年
七
月
～
平
成
二
十
四
年
九
月
） 

 

七
月
五
日 

国
水
研･

慶
応
義
塾
大
学 

研
究
連
携
協
力
に
関

す
る
協
定
書
交
換 

七
月
七
日 

  

第
二
十
六
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

「
メ
タ
ボ
と
ロ
コ
モ
を
予
防
改
善
す
る
運
動･

身
体
活

動
」 

国
立
健
康･

栄
養
研
究
所  

健
康
増
進
研
究
部
長  

宮
地
元
彦
氏 

七
月
二
十
四
日 

 
 

視
察
研
修 

筑
波
大
学
附
属
駒
場
高
校 

七
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日 

  

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
一
般
公
開
） 

八
月
二
十
三
日 

  

慶
應
義
塾
大
学
（
小
林
教
授
・
清
木
教
授
） 

来
所 

八
月
三
十
一
日 

 
 

視
察
研
修 

阿
久
根
市
民
病
院
附
属
看
護
学
校 

八
月
二
十
六
日 

  

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
研
修 

  

（
中
国
・
エ
ジ
プ
ト
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
リ
ラ
ン
カ
） 

九
月
三
日 

 

視
察
研
修 

法
政
大
学
附
属
第
二
中
学
校 

 

新
潟
県
立
大
学 

九
月
十
日 

 

来
客 

東
北
学
院
大
学
教
授 

遠
藤
銀
朗
氏 

九
月
十
三
日 

 
 

視
察
研
修 

司
法
修
習
生 

九
月
十
七
日
～
十
月
一
日 

  

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
ブ
ラ
ジ
ル
） 

九
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日 

  

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

実験というより、工作として楽しまれる方が多かったようです。

日差しの照り返しがきつく、傘をさして屋上見学をさ

れていました。 

★ 

む
つ
か
ど
ラ
ボA
telier 

か
ら 

展
示
物
の
ご
案
内
♪



 
 

 
      

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

（N
ational Institute for M

inam
ata 

D
isease : N

IM
D

）
で
は
、
毎
年
、
国
内

外
の
専
門
家
を
招
聘
し
、
水
銀
に
関
す
る

テ
ー
マ
で
公
開
研
究
発
表
会 (

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ

フ
ォ
ー
ラ
ム)

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

今
年
の
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
熊

本
市
に
て
開
催
さ
れ
る
環
境
化
学
・
環
境

毒
性
に
関
す
る
国
際
学
会 

（S
ETA

C
 

A
sia

／P
acific 2012

）
と
の
共
催
で
開

催
し
、
水
銀
の
毒
性
や
環
境
保
健
に
関
す

る
最
近
の
進
歩
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ

れ
ま
す
。
多
数
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
と 

き
】
平
成
二
四
年
九
月
二
七
日

（
木
）
～
二
八
日
（
金
） 

【
と
こ
ろ
】
水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー
講
堂

（
水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館
隣
接
） 

〒
八
六
七
―
〇
〇
五
五 

 

熊
本
県
水
俣
市
明
神
町
五
五
―
一
〇 

【
参
加
費
】
無
料 

【
発
表
言
語
】
英
語
（
通
訳
な
し
） 

  
   

 
                

                          

編
集
後
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七
月
に
阿
蘇
地
方
で
集
中
豪
雨
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
水
俣
で
も

九
年
前
に
大
規
模
な
土
石
流
災
害
が
あ

り
ま
し
た
。
災
害
の
教
訓
を
活
か
し
、
非

常
時
に
備
え
る
と
と
も
に
、
例
年
通
り
、

競
り
船
や
一
般
公
開
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

と
ん
と
ん
峠
で
は
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

◎
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
 

 
 

２
０
１
２ 

開
催 

お

知

ら

せ 

歯
周
病
に
移
行
す
る
四
〇
歳
代
前
か

ら
予
防
や
治
療
を
徹
底
す
れ
ば
自
分
の

歯
を
失
わ
ず
に
健
康
的
な
生
活
が
送
れ

ま
す
の
で
次
の
事
に
留
意
し
な
が
ら
生

活
し
て
下
さ
い 

①
毎
食
後
歯
を
磨
き
、
口
の
中
を
清
潔
に

す
る
。 

②
「
よ
く
噛
ん
で
」
食
べ
る
習
慣
を
身
に

つ
け
る
。 

③
年
に
一
～
二
回
は
受
診
し
て
歯
石
を

除
去
す
る
。 

④
不
規
則
な
食
習
慣
を
改
め
て
、
肥
満
や

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。 

⑤
「
禁
煙
」
す
る
。 

⑥
ス
ト
レ
ス
は
上
手
に
解
消
す
る
。 

な
ど 

自
分
の
歯
を
八
〇
歳
ま
で
二
〇
本
以
上

残
し
て
、
健
や
か
で
楽
し
い
人
生
を
送
っ

て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

臨
床
部 

宮
本 

 

❤
健
康
メ
モ 

歯
周
病
の
予
防
に
つ
い
て 

「
し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
る
」
と
い
う
行

為
は
健
康
な
歯
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
食

事
を
楽
し
く
お
い
し
く
感
じ
る
基
本
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
虫
歯
や
歯
周
病 

（
歯
周
病
菌
が
出
す
毒
素
で
歯
を
支
え

る
組
織
が
破
壊
さ
れ
る
病
気
）
が
原
因
で

七
割
以
上
の
人
が
永
久
歯
を
失
い
、
わ
が

国
で
は
成
人
の
八
割
以
上
が
歯
周
病
に

罹
患
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

歯
周
病
は
歯
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

体
の
病
気
と
も
深
く
関
係
し
糖
尿
病
や

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
悪
化

や
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
に
か
か
る
危
険

性
も
二
倍
も
高
く
な
り
ま
す
。 


